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都市的分析　松原団地の原風景
ダイアグラム１　緑地と建築を道で分ける

自然エリア

建物エリア

ダイアグラム２　断面的にも引き込む動線計画

ダイアグラム３　要素に分けてボリューム計画 ダイアグラム４　換気を意識した、トンネルを立てる

前面に計画されるテニス
コートとの関係性を活か
し、自然を守るエリアと、
建築によりデザインする
エリアに二分化する

1. ゾーニング

「安らぎ、賑わい、助け
合い」の三つの機能の
「円形の空間」を創る。
巣の建築形態のロジック
「調和させる円形広場」

1. 空間構成

エリアを体感できる様に
「一本の筒」の内部を通
す計画にする。
巣の建築形態のロジック
「筒のような動線計画」

2. メイン動線計画

各居室に巨大な煙突を
設ける。内部環境循環の
核として機能する。
巣の建築形態のロジック
「換気のための巨大煙突」

4．全体構成

～巣の形態を模倣した原初的な児童施設の提案～
松原児童センター「僕らのスミカ」

古くなったら、建て替える、そこを新たな住処とする

この行為は「自然の流れに抗う行為」であるといえる。

私たち、子どもたち、人間、生物、世界

全ての事象に優しい建築を目指し、「自然に還ることを許す」場を

この「松原団地開発エリア」に生み出す。

巣の持つ「力強さ」、そして確かなロジック

子どもの持ち「未知の可能性」と不確かな行動

レギュラーとイレギュラーのその先の新たな建築空間を

この児童センターと解析シミュレーションを用いて生み出すのだ。



＜解析検討＞

環境方針：　環境の「字と図の反転」

2、「黒と白の空間をよく利用させるため
内外の環境要因の差を無くさせる。

1、入り組んだ場に風を良く取り組むため、
円と筒の配置で風解析スタディをする

3、各方位　各日時に置いて「風の流れ」が
正確に起きるように解析し、開口を検討する

解析から変化する　建築操作

0m 1m 5m 10m 20m

子ども：遊びの原風景

巣のような平面形態が生み出す、多様な居場所

建築空間内で想定される子どもの遊び空間 <人工からの問いかけ /カタチからアフォードされる遊び＞
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＜素材検討＞

＜構造検討＞

＜環境解析の新提案＞
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子どもたちのスミカ、生態系のスミカ、自然のスミカ

これからとこれまでを配慮した環境建築

構造ダイアグラム

素材ダイアグラム

砂のパネル壁

パネル同士を

ジョイントする格子状に梁を組む

レンガウォール
版築の壁

通路の断面図詳細 煙突状の空間の断面図 ドーム状の空間の断面図

解析から変化する　建築操作

解析から変化する　建築操作
手と解析を繰り返し、形を見つける

環境シミュレーション技術

遊び場の系統分析

環境シミュレーション技術


